
学校番号 ３００７ 

令和２年度 工業科（メカトロニクス系） 

2R10 

教科 工業 科目 制御ｼｽﾃﾑ実習 単位数 ６単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材 プリント 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 この科目は 8 パート（８種類）のメカトロニクスに関する実習を体験します。1 パートは 1 回あた

り 3 時間連続で実習をします。1 週間に２パートを受け、1 つ目は 6 回（6 週）連続で受ける A 実習分

野と、2 つ目は 4 パートを順に受け 1 年かけて６周する B 実習分野を経験してもらいます。 

 実習は座学で学んだ内容を具現化（実際に体験する等）する事を目的としています。ものづくりに関

するいろいろな理論を学んだ事の中から初歩的な内容からを取り上げ、安全に実習を進める事や作品

を完成させること、学んだ事を記録し振返り、反省、次回への継続等に繋げることがものづくりに大切

であるかを学んでもらいます。 

 また、ものづくりに関する内容に興味を持ち自ら考え積極的に取組んでもらい、失敗や間違いを恐

れないで、それらを乗り越えた時の達成感を糧にさらに学んでいって欲しい。 

 

２．学習の到達目標 

 1 年時の工業技術基礎で身に着けたものに、2 年時からは専門系としての実習内容を色濃くした分野

に取り組んでいく。安全に実習を進めるとともに設備や備品を丁寧に取扱うことを念頭において実習

に取り組む。 

 さらにものづくりに関する興味関心を持ち、積極的に実習に取り組むことを身に着ける。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

メカトロ技術に興味・関心を

持ち、その改善向上をめざ

して意欲的に取り組むとと

もに、社会の発展をはかる

創造的、実践的な態度を

身につけている。 

 

メカトロ技術に関する諸問

題の適切な解決をめざし

て、広い視野からみずから

考え、基礎的な知識と技術

を活用して適切に判断し、

その結果を的確に表現す

る能力を身につけている。 

 

メカトロの各分野に関する

基礎的な技術を身につけ、

安全や環境にも配慮し、も

のづくりを合理的に計画

し、実際の仕事を適切に処

理する技能を身につけてい

る。 

 

メカトロの各分野に関する

基礎的な知識と技術を身

につけ、工業全体の発展と

環境・資源などとの調和の

とれた在り方および現代社

会における工業の意義や

役割を理解している。 

 



評
価
方
法 

実習態度等 

作品・発表等 

レポート等 

 

 

実習態度等 

作品・発表等 

レポート等 

 

実習態度等 

作品・発表等 

レポート等 

 

実習態度等 

作品・発表等 

レポート等 

 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

パ
ー
ト
１ 

 

N

C 

フ

ラ

イ

ス 

 

 

 

 

 

 

 

安全作業の重要性 

 

プログラム（G コー

ド）について 

 

プログラムによる機

械加工について 

 

自作デザインを、G

コードでプログラム

を作成し、安全作業

に注意しながらアク

リル板に加工を行

う。 

◎ 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

a : 意欲的に関心を持ち、積極的

に実習に取り組もうとする態度

が身についているか。 

b：課題の解決するために自分の

知識を基に、適切に判断し表現

する能力を身に付けているか。 

c：実習に対する取組みが適切で

機械の取り扱いを理解している

か。レポート作成ができている

か。 

d：一日の実習を通して学習目標

を理解し取組めたか。 

学習状況の観

察 

製作品 

レポートの記

述・提出状況 

発表 

自己評価 

 



パ
ー
ト
２ 

 

レ

｜

ザ

｜

加

工 

 

 

 

 

 

 

・CAD の操作方法 

 

・1 年次程度の簡単

な製図の写図 

 

・初級 CAD 検定レ

ベルの図面を描く 

 

・サンプルのキーホ

ルダーの作図と

CAM による NC デ

ータ作成練習 

 

・オリジナルのキー

ホルダーの作図と

CAM による NC デ

ータ作成 

 

・レーザー加工機を

操作し加工する。 

 

 

◎ ○ ○ ○ a.関心を持ち、習得に向けて意欲

的に取り組むとともに、実際に

活用しようとしている。 

b.問題の解決をめざして思考を深

め、適切に判断し、創意工夫し

ようとしている。 

c.基礎的な知識と技術を身につ

け、実際に活用するとともに、

その成果を適切に表現しようと

している。 

d.基礎的な知識と技術を理解し、

社会における情報の意義や役割を

理解しようとしている。 

学習状況の観

察 

製作品 

レポートの記

述・提出状況 

発表 

自己評価 

 

パ
ー
ト
３ 

 

特

殊

溶

接 

 

 

 

 

 

 

・保護具・工具の使

用方法 

・設備の構造・取扱

い方法 

・アーク溶接の概要 

・アーク溶接実習 

・ガス溶接の概要 

・ガス溶接実習 

・ガス溶断の概要 

・ガス溶断実習 

 

○ ○ ○ ○ a.アーク溶接に関心を持ち、意欲

的に取り組もうとしている。ま

た、教員、グループ員に適時、

的確に状況を報告し、安全に作

業を進めることができる。 

b.あらゆる条件が溶接強度や溶け

込みに与える影響を判断し、溶

接棒の送り速度に反映する能力

が身に付いている。 

c.基礎的・基本的な技術を身に付

けるとともに、感電防止装置の

チェックなどが手順通りに実行

できている。 

d.基礎的・基本的な知識を身に付

け、現代社会における溶接の意義

や役割を理解している。 

学習状況の観

察 

製作品 

レポートの記

述・提出状況 

発表 



パ
ー
ト
４ 

 

電

気

製

作 

 

 

 

 

 

 

 

・偏位法の測定によ

りオームの法則を

検証し、抵抗の持

つ意味を学習す

る。 

・ホイートストンブ

リッジを用いた零

位法の測定によ

り、炭素被膜抵抗

の抵抗値を測定

し、カラーコード

を利用して誤差率

を求める。 

･ブレッドボードの使

用法を学び、これ

を利用して、TTL-

IC を用いた基本的

な論理回路の動作

を検証する。 

・ブレッドボード上

に TTL-IC を配線

し、ドモルガンの

定理の検証を行

う。 

・トランジスタの動

作原理や増幅動作

について学び、ト

ランジスタの 2 段

増幅による「風呂

ブザー」の回路

を、ブレッドボー

ドを使用して製作

する。 

○ ○ ○ ○ a: 各実習内容に関心を持ち、意欲

的に取り組む態度が身についた

か。 

 

b: 各作業の意味を考え、判断した

り工夫しながら取り組めている

か。その結果を的確に表現でき

ているか。 

 

c:各内容にあった取り組む技能を

習得できているか。 

 

d: 製作・測定等に関する知識を身

に着け、これらの内容が現代の

いろいろなモノづくりに役立っ

ていることを理解できたか。 

評価規準の内

容を、実習中

に取り組む態

度、作品の仕

上がり、レポ

ートの仕上が

りなどを総合

的に考慮して

評価する。 



パ
ー
ト
５ 

 

情

報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Windows パソコン

の基本操作 

・ワードプロセッサ

ソフトによる文書

の作成 

・表計算ソフトによ

る表およびグラフ

の作成 

・WWW ブラウザに

よる情報の収集と

活用 

・プレゼンテーショ

ンソフトによるプレ

ゼン資料の作成 

・著作権 

・プレゼンテーショ

ンソフトによるプレ

ゼン資料の作成 

・プレゼンテーショ

ン 

・相互評価 

・フラッシュプレー

ヤーによるアニメ

ーションの作成 

・フラッシュプレー

ヤーによるアニメ

ーションの作成 

・発表 

・相互評価 

 

○ ○ ○ ○ a.関心を持ち、習得に向けて意欲

的に取り組むとともに、実際に

活用しようとしている。 

b.問題の解決をめざして思考を深

め、適切に判断し、創意工夫し

ようとしている。 

c.基礎的な知識と技術を身につ

け、実際に活用するとともに、

その成果を適切に表現しようと

している。 

d.基礎的な知識と技術を理解し、

社会における情報の意義や役割を

理解しようとしている。 

学習状況の観

察 

製作品 

レポートの記

述・提出状況 

発表 

自己評価 



パ
ー
ト
６ 

 

制

御

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス制御の

基本的な知識を学

ぶ 

 

・スイッチやランプ

の仕組み、配線方法

を作業通して理解す

る 

・シーケンス図から

リレーシーケンス

回路を作成する 

 

・実習結果の表現方

法を学ぶ 

・リレーを用いて、

論理回路を作成す

る 

・リレーを用いて、

自己保持回路を作

成する 

・リレーを用いて、

インタロック回路

を作成する 

・タイマーリレーを

用いて、各種の回路

を作成する 

◎ ○ ○ ◎ a.課題に対して関心を持ち、主体

的に取り組んでいるか。 

b.実習手順や注意事項を守り、新

たな問題に適切に対応できてい

るか。 

c.作業に集中し、手順通り適切に

行われているか 

d.基本的な知識が理解できている

か 

観察 

作業時間 

課題内容 

レポート 

 

 



パ
ー
ト
７ 

 

制

御 

Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・C 言語の基礎学習 

1. プログラミング 

2. LED 発光基盤に

よる出力制御 

 

・ライントレーサー

カーの制御 

1. モータードライ

ブによるモータ

制御 

2. センサーの入力

による自動制御 

3. ライントレース

動作の自動制御 

◎ ◎ ◎ ○ a. PC 制御に関心を持ち、２進

数による入出力のコンピュー

タ制御の仕組みを理解ようと

しているか。 

b. 動作状況を想定して適切な制

御を考えて、アルゴリズムを

考えられているか。 

c. 基礎命令語を組み合わせて、

求める動作をするプログラム

を組み立てることができる

か。また、バグに対して適切

な対応がとれることができて

いるか。 

d. 身の回りのマイコン制御に学

んだことを応用して、理解す

ることができるか。 

実習態度 

グループ内

連携 

課題進行 

レポート 

等 

パ
ー
ト
８ 

 

ロ

ボ

ッ

ト

基

礎 

 

 

・実習の心構え 

 

・キットの基本操作 

 

・ソフトとハードの

基本操作 

・応用プログラミン

グ 

・まとめ 

◎ 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

a.ロボットの制御に関心が持て

る。 

b.キットの基礎基本の扱いがで

きる。 

c.ソフトウエアの基礎基本操作が

できる。 

d.課題に積極的に取り組み、創

意工夫ができる。 

実習態度・

観察 

グループ内

連携・対話 

課題進行 

ワークシー

ト 

レポート 

 

 


